


































































































































































































































































































































































































































学生 A B C D
きっかけ 親戚の結婚式参列 伯父の結婚式参列 進路担当教員からの紹介 婚礼会場でのアルバイト
．・・．．．．．．．． ．．．．，．．．・・．．・．．．．・…．．舎@　友人母親の仕事からの影響
●●■■■■■●■●●●●’… ●●■●●■■■●●●●，，，■，，，・・．・． ・．・ ■■■●●●■’．・・・…．．・．．・
時期 小学生 中学3年生 高校3年生 高校中退後
当初関心の
?ﾁた職業 アパレル（接客〕
エステティシャン
?e師
接客業
iアルバイト経験により）
婚礼宴会場サービス
iアルバイト経験により）
職業
Cメージ
「結婚式を創るのはすごい」「結婚式は感動的」「輝いている」「陰で支える」「やりがい」
u恰好いい」
選択動機 人と接する仕事に就きたい・人を笑顔にできる・人を幸せにできる・楽しく明るい仕事である
（2）短期大学を選択した理由
　ブライダル専門職を目指す場合、短期大学への進学の他、専門学校に進学するとい
う選択肢も与えられる。ブライダル専門職に必要とされる基礎教育課程として専門学
校ではなく短期大学を選択した理由は、「ブライダルの他に学びたい教科がある」「ブ
ライダルを目指すなら基礎学力としての日本語もきちんと学びたい」「絶対ブライダ
ルという強い意志がなかった」「就職先の選択の幅が広い」「ブライダルに興味はあっ
たが仕事に就きたいとまでは考えていなかった」等であった。
　専門学校は職業教育を主としているため、職業意識を高め専門分野の知識や実技を
学ぷことに重きを置いており、途中で諦めたり挫折したりして方向転換すると就職が
困難となる。就職意識は高くないが興味はある、という程度の職業意識しか持ち合わ
せていない学生の選択先としては短期大学が魅力的であるのだと推察される。このこ
とは、学生Cの『すーっこい強い意志がなかったんで、専門（学校）までやっば行く自
信がなくて。でも、そこでほんとに絶対なるっていう強い意志があれば、多分専門へ
行ってたと思うんですけど。……やりたいことがはっきりしなくって専門行っても、
絶対、興味なきゃやめちゃうじゃないですか。なんで、強い意志ないとだめだな、み
たいな』や、学生Aの『進路選択に影響はあったけど、でも、将来ブライダルの仕事
に就きたいとまでは思ってなくて、まだちょっと浅い感じで。専門学校で専門的にや
るっていうことではなくって、そこまで就職、職業意識がなかったから。短大で広く、
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いろんなことを勉強、ですね』という学生の言葉からも読み取れる。
　一方で、ブライダル専門職への就職だけを目標にするのではなく、そのために必要
な幅広い知識や技術を習得したいとも考えており、職業教育のみならず基礎学力向上
や教養を身につけることを目標としているため短期大学への進学を決めている。学生
Dは『婚礼会場のアルバイトしながら国語はやっぱり必要だなって思ったんで、それ
も勉強したかったから。やっぱブライダルだけになっちゃうと、私の求めてたのとは
違うみたいな感じで。この短大は日本語とか国語にすごい力が入って、選択の内容も
すごく豊富だったから、もっとなんかこう、いろいろ学べるなと思って、この短大に
したんです』と話している。また、学生Bも「短大に行けば、ブライダルの勉強もで
きるし、ブライダルだけじゃなくてほかのこともちゃんとやらなければいけないし。
国語とかもあるじゃないですか。常識とかも身につけたかった』と述べていることか
らも、学生は教養を身につけるには短期大学、職業教育は専門学校、というすみわけ
ができていることが窺える。　’
2．入学後1年間の授業やインターンシップなどの体験
　入学後1年間で学生の社会化に影響を与えたものは、正規カリキュラムとして学内
外で行なっている授業やインターンシップ、課外活動としてサークル活動、アルバイ
トであった。
（1）授業からの影響
　ブライダル産業は、ホスピタリティ産業と言われ、1回の売上金額が高額であるこ
とや、消費者は一生に一度であるという想いが強く小さな失敗が取り返しのつかない
コンプレインにつながることがあるため、接客には高度な技術とコミュニケーション
能力が求められる。そのため、授業では、基本的な結婚や結婚式に関わる知識の他に、
ビジネスマナーや敬語の遣い方などを厳しく繰り返し講義している。また、目に見え
ている仕事の他に、厳しい裏方の仕事があり、華やかな部分は1～2割程度で、憧れ
だけでは務まらない旨も伝えている。その結果、夢や希望を打ち砕かれ、ブライダル
専門職に対する意欲が減退している可能性があるのではないかと危惧していた。
　しかし、専門科目の受講による挫折や失望、不安感などはなかった、と述べており、
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専門職を目指す上で必要な専門科目を受講したことで、漠然としていたブライダル専
門職について知識を深めることになったようである。
　学生Dは『授業であんまり夢のないことばっかり言っても、私本当に嫌になっちゃ
ったみたいな、そういうのはないです。ホテルの裏のほうも、ある程度知ってるとい
うか、アルバイトで長く勤めてたから、もう夢は覚めてるので。それでもやっぱり感
動する場面を見ると、そういう仕事に就きたいと思う」と話している。また、学生B
は『面白かったですよ。知らなかったことばっかりじゃないですか……ブライダルは、
本当にその日に絶対失敗を起こしちゃいけないじゃないですか。でも、だから、大変
だから嫌だなあ、とは思わなくて、失敗しちゃいけないくらい大切なところに携われ
るわけで、……魅力があると思います』と述べ、学生Aも『やっぱ、ああいう華やか
な仕事には、本当に積み重ねが必要だから、こういうところから地道にやらなければ
なと思って』と述べていることから、授業を通して職業意識をさらに高めることにつ
ながったと考えられる。
　学生Dの『ブライダルはコーディネーターだけじゃないから、花屋さんとかってい
うのも一つの手かななんて思ったりもしましたけど』という言葉から、専門的な知識
を習得することで、ブライダル専門職への理解が進み、ブライダルコーディネーター
以外の職業への関心が高まったことがわかる。また、学生Bの『お花、ドレスの他に、
ほかの一般企業の販売系とかも見てますけど。勉強するうちに、人とのコミュニケー
ション能力が必要とか、人と接してお客さんに喜んでもらえるという、大きな枠組み
に変わったということですかね。考え方は同じなんだけれども、職種の範囲が広がっ
ているということですね』や、学生Aの『授業を受けて、コーディネーター以外にも
職業がたくさんあって、メイクとかにも興味があったので。やっぱ、視野が広がった』
という言葉から、授業で得た専門知識を内面化する課程で、ブライダル専門職以外の
職業への視野を広げることにつながったと思われる。
（2）インターンシップからの影響
　1年生の夏休みにインターンシップを行ない、ブライダル専門職を目指すほとんど
の学生がブライダル産業での仕事を経験した。学生A，C，Dはゲストハウスで、　Bはフ
ローリストでそれぞれブライダルの仕事に携わった。
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　学生Dは『一番に思ったのは、やっぱり（ブライダルの仕事）やりたいなっていう
ふうに思いましたね。披露宴のコーディネートを提案したりとか企画をして、お客さ
んに提示したりしたくなりましたね。だからやっぱりコーディネーターだなって、自
分でも思ったんですけどね、終わった後に』と述べているが、もともと婚礼会場での
アルバイトを経験していることもあり、イメージが崩れることなく自身の職業意識を
再確認することができたようである。学生Bも『実際はものすごい重労働ですよね。
そういうのを見た時も、お花屋さんって大変で、冷たいし、しんどいし、それでも嫌
にはならなかったです。そんな裏があるから、こういう華やかな仕事ができるんじゃ
ないですか』と述べており、職業体験によりさらに意識が高まって、ポジティブな思
考につながったといえる。
　一方で、学生Cは『授業でDVD見た時は、やっぱ夢あるし、あっいいな、ってい
うのがもう率直な考えだったんですよ。けど、実際に、実践でインターンシップ行っ
た時から、ちょっと変わりましたね。大変さをすごく身にしみて覚えて、そういう簡
単なものではないみたいな……インターンシップ終わって、実際に本当にやりたいの
は、と思った時に、考えたらやっぱ花屋さんかなみたいな』と述べていることから、
授業を通して感じていた職業イメージとのギャップをネガティブに捉えていることが
わかる。
　学生Aは『インターンシップの中で向き不向きがあるっていうことがわかったって
いうのは、すごい発見ですね。ためになりましたね』と話しており、職業へのイメー
ジが変化したというより、自身の中でのネガティブショックを経験したようである。
しかし、「ただ、ブライダル以外のことも知れたというか、仕事に対する気持ちって
いうか、そういうのも学べたので。あと、サービス精神とか、お客様の対応とか、裏
方でこういうふうにすれば喜ばれるみたいな感じのものも学べたのでよかったです、
行って』とも言っているように、実際にブライダル専門職の仕事を経験したことで、
よりリアリティーを持って進路選択を行うことにつながったことがわかる。
　実際に職場での仕事を体験したことで専門職に必要な知識や価値を内面化し、さら
に就職意識を高めた学生もいたが、想像以上の厳しさや自分の無力さを思い知らされ
挫折しそうになった学生もいた。いずれにしても、インターンシップを経験したこと
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が進路選択の幅を広げることにつながったといえる。
（3）サークル活動・アルバイトなどの経験からの影響
　ブライダル専門職を目指す学生はほとんどがブライダル研究会というサークル活動
に参加している。この活動を通して、ブライダルに関わる知識の習得以外に職業選択
への影響があった。
　例えば、学生Dは『ブライダル研究サークルとして福祉施設のボランティアでブラ
イダルショーやりましたよね。あの時、お年寄りと接している職員の方の笑顔を見て、
やりがいありそうだな、と思って。私たちのショーでお年寄りが喜んでくれたら仕事
として興味がわいて』と述べているが、このボランティアでの経験により、福祉関係
の資格を取得するための授業も並行して受講することにしたようである。
　学生Aも『学会祭のブライダルファッションショーを見て、やっぱブライダル研究
サークルっていいなって思いまして。ブライダル以外に服も興味があって、ファッショ
ンショー見て、ああ、服の仕事いいなって思って』と述べているのだが、実際に1年
生の冬休みからアパレルのアルバイトを始めていて、アパレルへの就職も考えるよう
になったようである。
　学生Cは『アルバイトで、お席までトレイをお持ちします、って言ってあげたりす
る……そういう心遣いが大切。なんかお客さんの目線になってよく考えてみれば、こ
うしてくれたほうが嬉しいとか、そういうことってあるじゃないですか。それを一番
に気づいてあげられることが大事、みたいな。ホスピタリティだよって言われました』
と、アルバイトでは接客という点で社会人として大切な価値を取り入れることができ
たと思われる。
　学生Bも『ブライダル研究会のサークル活動の中でも、得られるものはあったです
ね。実際に自分たちで模擬挙式する時に企画とかみんなで出しあったりして、こんな
ことできるんだあ、みたいな……こんなにいろんな役割の人たちがいるんだなという
ことがわかる、みんないてはじあてできる』と述べており、同じ専門職を目指す先輩
たちとの交流や意見交換、協力して作り上げる企画などを通して強い仲間意識や連帯
感を持つことになり、さらに、社会人として必要な他人への配慮を培うことにつながっ
たと思われる。
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　ブライダル専門職を目指している学生は、高校生の時から、あるいは短大入学後に
ショップやファストフード店などの接客業をアルバイトとして選択しているケースが
多いことは注目すべき点である。もともと人と接することが得意で、意図的に接客業
を選択していることが窺える。直接ブライダルとは関係がない職種であっても、「お
もてなし」「ホスピタリティ」「身だしなみ」「お客様第一」「笑顔」「コミュニケーショ
ン」などの共通点を見出し、その価値を自分に取り入れていると思われる。
（4）就職活動による影響
　短期大学の場合、入学後1年も経たないうちに就職活動の時期を迎える。ブライダ
ル産業の職業理解がなされてないまま、また、専門職への就職を意識できないまま活
動を行うことにより、その活動によって就職意識が変化することとなった。
　学生Bはブライダルに関わる仕事としてジュエリーショップの説明会に参加し、そ
の結果を『ジュエリー屋さんに行ったんですよ、説明を聞きに……そういうのは合っ
てないんだわと思いましたけど』と話していたのだが、説明を聞いて初めて自分には
不向きであるとの理解が深まったことになる。
　学生Aも『就職活動を始めたころは、すごいいろんなところに足突っ込んでたんで
すよね。でも、就活の説明会とか行って、すごい興味持てたか持たないかでどんどん
絞ってったんです。それで、お客様と接する部分、あるいは、広い意味でのお客様に
喜んでもらうという仕事としては、ブライダルもアパレルの接客の仕事も多分延長線
にあるのかなって』というように、就職活動を始める前は職業理解が乏しかったが、
活動を進めるに従って理解を深め、自己分析にもつながったと思われる。
　学生Cは『就職面接会はちょっと考えが変わりました。ちょっと絞っちゃってたけ
ど、ブライダルって。でも接客もっていう幅広く選べるみたいな感じで思えたんで、
ためになりました』と話しており、職業意識が変化するとともに選択の幅が広がった
ことがわかる。
　また、ブライダル専門職は就職難であり、新卒の採用を行なっていない施設が多い。
そのためブライダル専門職への就職を諦めたり、選択の幅を広げることにつながった
と思われる。
　学生Dの『ホテルは募集はしてるけれども、ブライダルコーディネーターを募集し
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てるところってそうはないんですよね……夏休み前ぐらいまでにいい目星の企業がな
ければ、ちょっと視野を広げて、接客とかって広げてみようかなとは思ってるんです
けど』や、学生Bの『就活して、やっぱり少ないんだなあと思いました、求人。それ
がわかって、寂しい。収穫が少ないってことがわかりました』、学生Cの『取りあえ
ずお花屋さんって絞っちゃうと、なかなか就職までつながるかっていったら、ちょっ
とわからないんで。ホスピタリティという根幹の部分が、ブライダルではないところ
にも生かせるというふうに、幅広く考えるようになったってことですね』という言葉
から、求人の少なさから職業選択の幅を広げざるをえない状況が窺える。
（5）全体を通してのまとめ
　1年次の学生は、入学前に抱いていたブライダル専門職への漠然とした憧れやイメー
ジを、学内外の正規カリキュラムである授業やインターンシップ、課外活動としての
サークル活動やボランティア、アルバイト、就職活動などの経験を通して、徐々に具
体的なものとして捉えられるようになってきている。職業への理解も進み、自分に向
いている職業に修正し始めて現実を見据えた職業選択を行なっており、社会人として
の適応をはかりつつあると言える。しかしながら、1年間の専門科目だけでは、社会
人としての基本的な価値や態度を取り入れるのが精一杯で、ブライダル専門職に必要
なより専門的な価値や態度を内面化する7）のは難しいのが現状である。そのため、就
職活動を通して行なわれる自己分析や職業選択が最も職業への社会化に影響を及ぼし
ていることが示唆された。
第4章　結論と今後の展望
　ブライダルと司書という2つの専門職を目指す学生を比較してみると以下のような
相違点が浮き彫りになった。
（1）ブライダル
　変化の契機となった事象については、ブライダルではインターンシップであり、司
書では正規授業の受講である。
　ブライダルの学生はすでに就職活動を始めており、アルバイトやボランティア活動
も視野の拡大と社会化の進展をもたらしている。
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　ブライダルでは、授業等の座学で仕事の大変さが伝わりにくく、授業内容も難しい
というよりは新鮮で楽しく感じるようである。
　ところが、インターンシップでいざ現場に出てみると、仕事の難しさ、厳しさを身
にしみて感じ、価値や態度を取り入れるのではなく、諦めにつながっている。現場で
働いているブライダルコーディネーターの仕事ぶりから、自分とはかけ離れた存在で
あるとの認識が生まれているようである。しかし、それらの仕事ぶりや身のこなしは、
座学で身につけるものではなく、むしろ就職後の日々の仕事が社会化に影響を与え成
長した結果なのだが、学生はそこまで深く思慮できないため、価値を内面化できずに
諦めてしまうものと思われる。
　ただ、ブライダルコーディネーターを諦めはするものの、同じブライダル産業の他
の職種にも視野を広げて考えるようになっている。このことから、今後はいかに授業
を通して、仕事観を養わせるかが課題であろう。
　もうひとつブライダルの専門学生に特徴的なのは、就職活動による視野の拡大であ
る。就職活動により自己分析が進み、自分にとっての向き不向きが理解できるように
なったのが理由の一つであるが、一方で、ブライダルコーディネーターの求人が少な
いことによる就職難が影響して、視野を広げざるを得ないのも現状である。
　今後は、厳しい就職活動にあっても諦めず、2年次後期末の検定試験を受験するモ
チベーションを維持できるようにサポートすることが必要であろう。
（2）司書
　司書の学生は正規の授業が視野の拡大をもたらしているものの、司書という仕事の
価値や必要とされる態度への理解や内面化が具体的に進んでいない。
　インターンシップや実習も影響を与えていると思われるが、授業の情報量が圧倒的
に多く、知識の整理が追いついていない。司書の学生も進路セミナーを積極的に受講
し、合同企業説明会に出席している。実際にとても役立っているようであり、視野の
拡大と積極的な態度をもたらしている。そう意味では社会化が一部進んでいると言え
るであろう。しかし、一連の活動から学んだことを司書という仕事の価値や態度と結
びつけて内面化するにはまだ至っていない。
　2年次以降は授業も実践的になり、複雑化する。また就職活動、教育実習も始まる
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ので、その影響と変化を調査していきたい。
（3）今後の展望
　春から夏期休暇にかけて、就職活動も本格化すると思われる。また一部の学生は
教育実習や図書館実習に参加する。そのタイミングを見計らって、ジャーナルの提出
とインタビュー調査を実施する予定である。
　また第2報以降はGTAを取り入れた研究を具体化させる予定である。
　最後にインタビS－一に協力してくれた学生の皆さんに心より感謝します。（了）
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1）経済産業省ホームページより　www．meti．go．jp／policy／kisoryoku／index．htm
2）日本ブライダル事業振興協会では、結婚式場やホテルの婚礼部門で婚礼の打ち合
　わせを行う専門職のことをブライダルコーディネーターと呼称している。施設に
　よっては「ウェディングプランナー」や「ウェディングプロデューサー」など独
　自の呼び方をしているところもあるが、本稿では「ブライダルコーディネーター」
　に統一する。
3）山村健、天野郁夫編「青年期の進路選択：高学歴時代の自立の条件」（有斐閣新書）
　有斐閣、1980年　p88～90
4）宮本一史．本学学生の職業的同一性．武蔵野短期大学研究紀要　第15号（2001）
　p29－43
5）宮脇美保子他．’S年生大学における看護学生の職業的社会化一1年次の学生を対
　象として（第1報）．順天堂大学医療看護学部　医療看護研究　第2巻1号（2006）
　pp．53－58
6）宮脇美保子他．4年制大学における看護学生の職業的社会化一1年次の学生を対
　象として（第1報）．順天堂大学医療看護学部　医療看護研究　第2巻1号（2006）
　pp53－58
7）宮脇美保子他．（2006）pp53－58
iB．G．グレイザー，A．L．ストラウス．後藤衛他訳．データ対話型理論の発見．新
　曜社，1996年
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